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ハロゲン化物イオンは、含ヨウ素化合物と超分子構造

を形成することが知られている。以前、有機ドナー、ハ

ロゲン化物アニオン、含ヨウ素化合物の 3 成分をからな

る 3 元系分子性導体について報告している。 1 )今回我々

は 、 中 性 分 子 と し て 、 含 ヨ ウ 素 ア ン ト ラ セ ン 誘 導 体

BIEA(9 ,  10-b i s ( iodoe thynyl )an th racene)を用いた新規伝導

性カチオンラジカル塩の合成に成功した。  
BIEA 

BEDT-TTF を PPh 4 Cl と BIEA の存在下で定電流電気分解 (0 .5μ A)して

(BEDT-TTF)Cl (BIEA) 3 の淡茶色板状晶を得た。溶媒は PhCl /MeOH=9:1 を

用いた。ドナー (D)と中性分子 BIEA(N)は、D-D-N という周期で c 軸方向

に配列している。このため、

電 気 伝 導 度 は 室 温 で σ ＝ 3 .6

×10 - 5  S cm - 1 程度と小さく、

室温から 240K 付近まで半導

体的であった。 I -Cl 間の距離

は約 3 .4Åであり、超分子的

相互作用が存在することが分

かる。1 )この相互作用により、

BIEA と Cl -とが、 c 軸方向に

ジグザグな 1 次元リボンを形

成している。  
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詳細な議論については、当日行う予定である。  
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